雅文さん、こんにちは。

幹事を任されるなんて、雅文さんはしっかり者なんじゃないですか。それに、ひき受けてしまう心意気、そういうところに女心は動かされるものですよ。当時憧れていたアノ子もゲット出来るかもしれませんよ？幹事という立場を利用するチャンスです！！

余談？…いや、今回は、同窓会を魅力的なものにすることが、雅文さんの最大に努力すべき点です。

実は私が言ったことは、同窓会の成功と関係しているんです。

雅文さんは、当時憧れていた女性と会えるのを楽しみにしていると思いますが、他の人も同じように、当時仲の良かったアノ子や、コノ子が来るのを楽しみにしているんです。時間や場所に都合が良くても、同窓会そのものに魅力が無ければ人は来ません。雅文さんが、前回の同窓会で物足りなさを感じたように、同級生を効果的に引き付けるには、ある程度の人が必要です。この考えは経済用語で、クリティカルマスと呼ばれます。それではどうすればクリティカルマスに達するのでしょうね、考えましょう。

まず、一番効果的なのは、誰が来るのかを、参加者に伝えることですね。手始めに、クラスで一番人気だった子と連絡を取ってみるのがいいです。クラスのマドンナが来る！となれば、参加したくなる人の数も増えるはず。

＝＝＝＝こんな感じで＝＝＝＝

雅文さん「Ａ子ちゃん来るんだって！！」

Ａ君「えーーー、会いたいなぁＡ子ちゃん…俺もいく！」

雅文さん「Ａ君も来るよ！」

Ｂ君「え、マジ？会いたいなぁ…じゃぁ俺も行く！」

Ｃ君「え、お前も行くの？じゃぁ俺も行くぜ！！」

…といったようになれば同窓会の成功は確実です。皆さん、うきうきして、同窓会の日を待ちわびるでしょう。

あ、場所ですか？場所は地元の飲み屋が良いですね。

一番重要なポイントは、ノスタルジーです。魅力的な同窓会なら、地元に居なくても行きますよ。具体的には、学校の傍の、昔からある飲み屋とかがいいですね。「あそこ、昔からあるけど、入ったことないよね！？どんなところなんだろ？」というように、期待が膨らみます。

時間は、４時に、中学校の校庭に集合っていうのはどうでしょう？懐かしいですよね。一通り盛り上がった後にお店に行きましょう。日はお盆にしましょうよ。さっきも言ったとおり、一番重要なポイントはノスタルジーです。お盆はノスタルジックになる季節。しかも地元に帰っている人が多いですよね。さらに言えば、地元にいると娯楽が少なく、以外と暇にしていることが多い……と言うことはどういうことでしょう、雅文さん？？？正解！娯楽に飢えているということです。２４歳、遊びたいですよね。都会で目が回るような生活をしているときは、遊びも沢山あるし、同窓会と同等なくらい、面白いことがあるかもしれない。でもお盆だと、やることが少ない…すると同窓会が最高の娯楽に思えます。

これは、お盆に行われることで同窓会に対する、最大の効用が得られるということです。

実家に帰りたくない年頃でも、ついでに実家に帰って親孝行が出来るし。

どうですか？同窓会が成功するような気がしてきたでしょう？

楽しめる場にすれば、人は来ます。

最後に一番重要なことは雅文さん自身が楽しむことです。楽しい人生を送ってください☆

